
図書館
　情報局

１０ 月の 休 館日　

田沢湖図書館　☎ 43-1307
　6日 月 、13日 月・祝 、14日 火・振替 、18日 土 、19日 日 、20日 月 、27日 月
　※ 18日・19日は国民文化祭『大正琴の祭典』のため臨時休館します。

学習資料館　☎ 43-3333
　6日 月 、13日 月・祝 、14日 火・振替 、20日 月 、27日 月 、31日 金・月末

イベント交流館（新潮社記念文学館）　☎ 43-3333
　※国民文化祭のため休館日はありません。

新潮社から寄贈された図書を紹介します
「聖地Ｃｓ」木村友祐／「わたしの台南－「ほんとうの台湾」

に出会う旅－」一青妙／「ブッダの言葉」中村元（訳）、

丸山勇（写真）、佐々木一憲（解説）／「東海道新幹線

開業５０周年記念　世界最速「車窓案内」」今尾恵介／「怒

り始めた娘たち－「母娘ストレス」の処方箋－」香山リ

カ／「須賀敦子の方へ」松山巖／「それは秘密の」乃南

アサ／「国境の人びと－再考・島国日本の肖像－」山田

吉彦／「山本周五郎長篇小説全集　第十九巻　風雲海南

記」山本周五郎／「低地」ジュンパ・ラヒリ、小川高義（訳）

／「仙丹の契り－僕僕先生－」仁木英之／「愛なんて嘘」

白石一文／「六億九、五八七万円を取り返せ同盟！！」

古野まほろ／「約定」青山文平／「イノセント・デイズ」

早見和真／「出版禁止」長江俊和／「機巧のイヴ」乾緑

郎／「磁極反転」伊予原新／「うちの婆様」篠原良一郎

／「一日一菓」木村宗慎／「ハレムの花嫁は蜜惑に濡れ

る」青砥あか／「ラブ・ロンダリング」高田ちさき／「浮

浪児１９４５－戦争が生んだ子供たち－」石井光太／「石

の虚塔－発見と捏造、考古学に憑かれた男たち－」上原

善広／「人はデータでは動かない－心を動かすプレゼン

力」渡辺啓太　【新潮新書】「はじめて読む聖書」田川建

三ほか／「日本の風俗嬢」中村淳彦／「原発とどう向き

合うか－科学者たちの対話２０１１～ ‘ １４－」澤田哲

生（編）／「６０歳からの生き方再設計」矢部武　

　　●新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。

　　　このほか、たくさんの新着図書が入ってきています。

【新着図書】「かわうそ」あさのあつこ／「極卵」仙川環／「バードドッグ」

木内一裕／「天に星地に花」帚木蓬生／「闇に香る嘘」下村敦史／「声優

１００年」南沢道義／「羽生善治の定跡の教科書」羽生善治／「郵貯探訪」

塩見昇／「マラソンと日本人」武田薫／「死の棘・アスベスト」加藤正文

／「比べずにはいられない症候群」香山リカ／「察しない男説明しない女」

五百田達成／「島田順子スタイル　パリ、大人エレガンス」マガジンハウ

ス／「人生のくすり箱」枡野俊明／「私に、魔法をかけて」講談社

『読書の秋』、『食欲の秋』特集
　秋と言えば、読書の秋、スポーツの秋、食欲の秋、収穫の秋、行
楽の秋などと色々な秋があげられますが、今月は、読書の秋と食欲
の秋に読んでいただきたい本を特集します。まずは読書の秋に読ん
でいただきたい本ですが、新潮社の文学賞の中から、「三島由紀夫賞」、

「山本周五郎賞」、「小林秀雄賞」、「新潮新人賞」、「女による女のため
のＲ-１８文学賞」、「日本ファンタジーノベル大賞」受賞作品を集め
てみました。秋の夜長、ゆったりした気分でページをめくってくだ
さい。

　そして、食欲の秋
においしいごはんを
たくさん食べていた
だくために、おかず
を中心とした料理の
本 を 特 集 し ま し た。
お い し い お か ず を
作ってごはんをおか
わりしてください。

１０月の図書館は秋がいっぱい！！

ちいさな旅

そして　心に染みる生涯読書

時にはひとりで　時には大切な人と・・・
すてきな旅をご紹介します

秋のおはなし・月のおはなし
　かわいい森のどうぶつたちも

登場します大活躍して歳を重ねた人たちの心がみえます

スポーツ木の実

お月見

田沢湖図書館からお知らせ

学習資料館からお知らせ

生
涯
学
習

学び・ふれあい・心豊かに

開
催
の
お
知
ら
せ

第
10
回
仙
北
市
文
化
祭

角
館
地
区　
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

（
角
館
町
中
菅
沢
77
‐
30
）

　

10
月

18
日 

土  
10
時
～
16
時

　

10
月

19
日 

日  

９
時
～
15
時
30
分

18
日　

▼
10
時
～ 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
、
角
館
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

19
日　

▼
12
時
30
分
～ 

芸
文
協
会
員
の
芸
能

発
表　

▼
15
時
30
分
～ 

閉
会
セ
レ
モ
ニ
ー

　

両
日
、
多
数
の
展
示
作
品
や
商
工
会
婦
人
部

の
食
堂
を
開
設
し
ま
す
。

問
合
せ　

角
館
公
民
館

西
木
地
区　
西
木
温
泉
ク
リ
オ
ン
・
体
育
館

 （
西
木
町
門
屋
字
屋
敷
田
83
‐
２
）

　

11
月
３
日 

月・祝  

９
時
～
15
時

内
容　

▼
９
時
～ 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
、
く
り
っ
こ
太
鼓
演
奏　

▼
10
時
～

12
時　

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
寄
せ
植
え
・
飾

り
花
結
び
・
紙
紐
編
み
）　

▼
12
時
～
14
時

30
分
芸
能
発
表
（
会
場
：
ク
リ
オ
ン
２
階

多
目
的
ホ
ー
ル
）

　

作
品
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
芸
能
発
表

が
行
わ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

西
木
公
民
館

※
個
人
・
グ
ル
ー
プ
を
問
わ
ず
、
出
展
希
望
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は

各
地
区
の
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『
西
木
公
民
館
文
芸
教
室
』
合
同
学
習
会
入
選
作
品

【
短
歌
の
部
】　
講
師　

東
海
林 

勇
一 

選

特
選　

癒
し
難
き
戦
友
の
病
を
気
遣
い
て
見
舞
う
電
話
の
言
葉
に
迷
う　
　
　
　
　
　
　

芳
賀 

武
志

入
選　

庭
隅
の
宮
城
野
萩
を
叩
く
が
に
秋
立
つ
朝
の
雨
し
と
ど
な
る　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤 

愛
子

入
選　

我
が
知
ら
ぬ
伯
父
と
て
墓
標
に
二
十
歳
に
て
モ
ン
テ
ン
ル
パ
に
散
り
し
こ
と
知
る　

 

橘 

貞
子

佳
作　

生
乾
き
の
刈
り
草
に
お
う
畦
道
は
出
初
め
の
稲
穂
に
風
通
う
道　
　
　
　
　
　
　
　

橘 

貞
子

佳
作　

吾
が
視
線
逸
ら
せ
て
烏
電
線
に
墓
参
の
人
の
立
ち
去
る
を
待
つ　
　
　
　
　
　
　

大
牧 

山
廓

佳
作　

雲
間
よ
り
洩
る
る
夕
日
の
一
筋
に
穂
の
垂
れ
初
む
る
稲
田
を
照
ら
す　
　
　
　
　

佐
藤 

愛
子

高
点
賞

第
一
席　

雲
間
よ
り
洩
る
る
夕
日
の
一
筋
に
穂
の
垂
れ
初
む
る
稲
田
を
照
ら
す　
　
　
　

佐
藤 

愛
子

第
二
席　

迎
え
火
に
も
ら
う
火
種
に
手
花
火
を
爆
ぜ
さ
せ
孫
ら
迎
え
火
を
守
る　
　
　

東
海
林 

勇
一

第
三
席　

庭
隅
の
宮
城
野
萩
を
叩
く
が
に
秋
立
つ
朝
の
雨
し
と
ど
な
る　
　
　
　
　
　
　

佐
藤 

愛
子

第
四
席　

我
が
知
ら
ぬ
伯
父
と
て
墓
標
に
二
十
歳
に
て
モ
ン
テ
ン
ル
パ
に
散
り
し
こ
と
知
る 

橘 

貞
子

第
五
席　

吾
が
視
線
逸
ら
せ
て
烏
電
線
に
墓
参
の
人
の
立
ち
去
る
を
待
つ　
　
　
　
　
　

大
牧 

山
廓

生涯学習課 ☎43-3383　  田沢湖公民館 ☎43-1061　  角館公民館 ☎54-1110　  西木公民館 ☎47-3100

昨年の様子

▼右上：田沢湖地区

▼右下：角館地区

▼上：西木地区

田
沢
湖
地
区　
生
保
内
市
民
体
育
館

 （
田
沢
湖
生
保
内
字
武
蔵
野
１
０
５
‐
１
）

　

10
月

25
日 

土  

９
時
～
16
時

　

10
月

26
日 

日  

９
時
～
15
時
30
分

内
容　

田
沢
湖
地
区
住
民
の
作
品
展
示
と
茶

道
・
七
宝
焼
き
な
ど
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー

の
ほ
か
、
田
沢
湖
加
工
グ
ル
ー
プ
や
Ｊ
Ａ

直
売
部
会
に
よ
る
『
お
や
き
・
ゆ
べ
し
・

ピ
ザ
・
お
こ
わ
・
朝
取
り
野
菜
』
な
ど
の

販
売
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

田
沢
湖
公
民
館

【
俳
句
の
部
】　
講
師　

大
牧 

山
廓 

選

特
選　

山
畑
に
西
日
被
り
て
畝
上
げ
る　
　
　
　
　

村
上 

新
子

入
選　

恙
な
き
ひ
と
日
抱
き
て
大
西
日　
　
　
　
　

橋
本 

敦
子

入
選　

野
分
と
う
古
語
を
探
し
て
人
老
ゆ
る　
　
　

芳
賀 

武
志

佳
作　

リ
フ
ォ
ー
ム
の
木
の
香
膨
ら
む
ち
ち
ろ
か
な　

鈴
木 

傳

佳
作　

雷
鳴
を
遠
く
に
聞
き
て
夢
う
つ
つ　
　
　
　
　

橋
本 

勲

佳
作　

魚
籠
さ
げ
て
笑
う
老
人
青
す
す
き　
　
　

布
谷 

ス
エ
ノ

高
点
賞

第
一
席　

星
を
突
き
闇
を
掻
き
込
む
踊
り
の
手　
　

大
牧 

山
廓

第
二
席　

山
畑
に
西
日
被
り
て
畝
上
げ
る　
　
　
　

村
上 

新
子

第
三
席　

秋
扇
の
た
た
み
目
に
あ
る
疲
れ
か
な　
　

大
牧 

山
廓

第
四
席　

ひ
た
す
ら
に
生
き
て
る
証
し
大
根
蒔
く　

橋
本 

敦
子

第
五
席　

叱
ら
れ
て
弾
け
飛
び
散
る
鳳
仙
花　
　
　

村
上 

新
子

▼ ▼

▼

公
民
館
講
座
情
報

　

次
の
公
民
館
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄
り
の
公
民
館
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

手
芸
教
室
『
羊
毛
で
来
年
の

干
支（
羊
）を
作
ろ
う
』

　

ふ
わ
ふ
わ
の
か
わ
い
い
羊
（
来
年
の
干
支
）

を
羊
毛
で
手
作
り
し
、
玄
関
な
ど
に
飾
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

●
開
催
日  

10
月

28
日 

火　

●
時
間  　

18
時
～
20
時
（
予
定
）

●
会
場  　
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー  『
談
話
室
』

●
定
員  　

10
人　
　

●
参
加
料  

５
０
０
円

●
講
師  　

梁
田 

ゆ
う
子 

氏

●
受
付
期
間  

10
月
６
日
～
17
日

　

  　
　
　
　

平
日
８
時
30
分
～
17
時
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